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★
原
稿
用
紙
は
、
開
い
た
ま
ま
右
肩
を
し
っ

か
り
綴
じ
る
。

★
題
名
・
氏
名
を
書
き
、

本
文
は
五
行
目
か
ら
書
き
始
め
る
。
頁
は
、

一
枚
一
頁
と
す
る
。

★
文
中
で
改
行
し
た
ら
一
字
下
げ
て
書
き
始
め
る
。

★
数
字
は
、
漢
数
字
〈

一
・
二
・
三
・
十
等
〉
を
使
用
す
る
。

★
句
読
点
〈
。
、
〉

お
よ
び
記
号
は
、
ま
す
目
一
つ
分
と
す
る
。

　
文
は
改
行
一
字
下
げ
で
書
き
始
め
る
。

★
会
話
文
の
末
尾
の

<

。
」

>

は
、

二
つ
合
わ
せ
て
、
ま
す
目
一
つ
に
入
れ
て
も
よ
い
。

★
句
読
点
は
行
の
冒
頭
に
は
打
た
な
い
。

行
の
末
尾
に
、
原
稿
用
紙
の
枠
外
に
は
み
出
し
て
打
つ
。

★
会
話
文
は
、
原
則
と
し
て
、
地
の
文
か
ら
独
立
し
て
改
行
す
る
。

会
話
文
が
終
わ
っ
た
ら
地
の

文 芸 つ ば め 記 載 例
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